
令和６年度第２回かながわつながりネットワーク

（神奈川県版孤独・孤立対策官民連携プラットフォーム）

令和７年２月２５日

神奈川県福祉子どもみらい局

福祉部生活援護課



１ 開会・趣旨説明
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• 新かながわグランドデザイン（県総合計画）での位置づけ
• 神奈川県における孤独・孤立対策の取組方針と４本柱
• かながわつながりネットワークの目的



1-1 新かながわグランドデザイン（県総合計画）での位置づけ

2新かながわグランドデザイン実施計画（R6.3）

「誰もが地域で孤立することなく、
困ったときに助け合えるつながりを持っていること」
に関する満足度（県民ニーズ調査）

11.4%（2023年度） 17.5%（2027年度目標）
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1-2 神奈川県における孤独・孤立対策の取組方針と４本柱
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方針 孤独・孤立の「未病改善」

４本柱

① 声をあげやすい・かけやすい社会づくり
② 状況に合わせた切れ目のない
相談支援につなげる仕組みづくり

③ 人と人とのつながりを実感できる地域づくり
④ NPO等の活動を応援し、
多様な担い手が連携する土壌づくり

※令和６年度第１回かながわつながりネットワークでの検討や支援団体等へのヒアリングをもとに、令和６年度第１回神奈川県生活困窮者対策推進本部にて検討
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専門的な相談・支援

地域での緩いつながり

孤独・孤立や課題を抱えてからではなく、
日ごろからの地域での緩やかなつながりや
支援者と相談機関との間につながり
を持たせることで、
当事者の様々な不安の状態の中でも改善
に向ける。

＝未病改善！

不安の蓄積安心

（当事者の状態）

当事者の状態に合わせて
地域と専門機関それぞれのサポート

により「未病」を改善

地域や支援者
と相談機関
のつながり

孤独・孤立や生活困窮の「不安」は
日ごろからライフステージ等の変化に
応じて段階的に変化する。 深刻化

重篤化

（参考）孤独・孤立の未病改善



1-3 かながわつながりネットワークの目的

孤独・孤立対策推進法の趣旨を踏まえ、
地域の関係者（分野を越えた産学官民の主体）が
顔の見える関係でネットワークを構築し、水平的な連携・協働を推進
→緩やかなつながりのモデルや事例を発掘・創出し、県内に普及
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当事者や担い手
のニーズ
（課題）

多様な担い手
のシーズ

（社会資源）

地域の
ニーズとシーズを
マッチング！

連携・協働の推進を通じて
孤独・孤立の未病改善を図り
グランドデザインの目標達成
をめざす



２ 報告事項
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• 第１回ネットワークでの意見と取組みの状況



2 第１回ネットワークでの意見と取組みの状況（１）
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意見 取組みの状況

各地で民間の大らかさをもった
ありのままで許されるような
拠点（居場所）が必要

ネットワークでの意見等を元に
県の取組の方向性や柱を検討
・孤独・孤立の未病改善

県の令和７年度当初予算（案）に
・居場所の情報発信
・居場所づくりのための
地域の人材育成

などの事業を計上

生きづらさを抱える人を
理解してケアできる
地域の人材育成が必要
居場所は行政だけでなく、
世代や支援の関係を超えて
地域が一緒に作っていくべき



2 第１回ネットワークでの意見と取組みの状況（２）
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意見 取組みの状況

何気ない会話の積み重ねからの
関係構築といざというときに
支え、つなげる考え方の浸透

つながりサポーター養成
講座を今年度試行実施

市域を超えた連携に向けた
県からの声かけが必要

上記講座を県から投げかけて
複数の自治体と連携実施

地域から支援につなげるための
総合相談窓口の必要性

県HP（さぽなびかながわ）に
多様な相談窓口の一覧掲載



2 第１回ネットワークでの意見と取組みの状況（３）
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意見 取組みの状況

既存ネットワークとの関係を
整理し、連携した
モデルづくりが必要

かなこん、BAK、人生100歳時代
NWなど既存ネットワーク
と連携した意見交換や取組検討

支援の担い手の課題と
福祉分野を超えた多様な社会資源
とのコーディネートが必要

当ネットワークが調整役
となり企業と団体との連携検討

あらゆる分野や主体が関与した
ネットワークの確立

官民双方の
かながわつながりネットワーク
のメンバー拡大を検討



（参考）令和６年度 神奈川県における主な取組み
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四半期 取組み例

第１
四半期

• 神奈川県版孤独・孤立対策官民連携PF（かながわつながりネットワーク）の設置及び第１回開催
• 孤独・孤立対策強化月間における啓発活動
• 神奈川県生活困窮者対策推進本部における取組方針の決定

第２
四半期

• 孤独・孤立対策に係る政策提案（政策レビュー） ⇒ 地域人材の育成及びMAPづくりを予算案に盛り込む
• 孤独・孤立対策研修会（市町村・支援員向け 計２回）

第３
四半期

• さぽなびかながわの改修（TOPページでの相談窓口紹介）
• 官民連携に係る海外事例の調査
• 他ネットワークとの連携（ベンチャー等の企業向けに連携の呼びかけ）

第４
四半期

• つながりサポーター養成講座の５自治体連携による試行開催（座間市、大和市、海老名市、綾瀬市、県）
• 第２回かながわつながりネットワーク開催
• 他ネットワークとの連携（「若者の孤独・孤立」をテーマに、かなこんネットネットワーク会議開催）
• 民間事業者との意見交換会及び現場視察会の開催（予定）

通年
• 県職員による出前講座（老人クラブ、大学等）
• 地域のつながり紹介に向けた取材レポートや「さぽなびかながわ」での取組紹介
• 教育と福祉の連携、かながわ未来共創プラットフォームなどによる具体な官民連携の推進



協議事項 今後の取組みについて
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• 孤独・孤立対策に係る連携の土壌づくりについて
• かながわつながりネットワークの共通テーマについて



（凡例）
① 当事者（世帯）と

地域とのつながりづくり
② 当事者と支援者との

つながりづくり
③ 地域と支援者との

つながりづくり
④ 支援者同士や

地域コミュニティ内の
つながりづくり

⑤ 支援者と協力者との
つながりづくり

（参考）つながりづくりのイメージ
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世帯

当事者

地域
コミュニティ
（オンライン含む）

支援者 協力者

支援者

友人・家族等

近隣住民

民生委員

学校
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企業サービス

職場 自治会

サロン・
同好会

オンライン
コミュニティ

公共施設
(公園や図書館等）

病院・福祉施設など

老人クラブ

商店・
商業施設

etc

地域の
キーパーソン

①

③ ⑤

④

②

人・物・金・
場・知識・
情報など



3-1 ネットワークの取組みを進める上での課題（事務局案）
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課題（案） 対応（案）

担い手が抱える課題や社会資源の
把握と情報共有

連携の土壌づくり
多様な担い手（産学官民）に
当ネットワーク参加を呼びかけ
多様な担い手が抱える課題と
有する社会資源を収集・共有
併せて視察会や交流会など
顔の見える関係づくり

課題と社会資源の
マッチングの難しさ

メンバーが一丸で取り組める
共通テーマの設定 ※

共通テーマの設定
孤独・孤立の未病改善や緩やか
なつながりに係るテーマを設定

※孤独・孤立対策推進法の趣旨を鑑み、県として特定の分野や対象に限定する意ではなく、多様な担い手間で共有して取り組むためにテーマ設定したい。
また、個々のメンバー間の連携や協働を制限するものではない。



3-2 孤独・孤立対策に係る連携の土壌づくり（案）
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・多様な担い手に当ＮＷへの参加を呼びかけ
・担い手の課題と社会資源の情報収集・共有
・視察会や交流会など顔の見える関係づくり

（各画像は取組みのイメージです）



3-3 かながわつながりネットワークの共通テーマ（案）
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①つながることへの普及啓発・機運醸成
（つながりサポーターの養成や孤独・孤立対策強化月間を中心とする広報など
つながること・周囲に相談することへのムーブメントづくり）

②社会参加・地域参加の機会づくり
（就労・就労体験・ボランティア・文化・スポーツ・イベント・
生涯学習、オンラインコミュニティなど
社会デビュー・社会参加、地域デビュー・地域参加の機会づくり）

※孤独・孤立対策推進法の趣旨を鑑み、県として特定の分野や対象に限定する意ではなく、多様な担い手間で共有して取り組むためにテーマ設定したい。
また、個々のメンバーの課題意識やメンバー間の連携や協働を制限するものではなく、個々の連携・協働の推進も併せて取り組んでいく。
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3-3① つながることへの普及啓発・機運醸成

（つながりサポーター養成講座の様子） （孤独・孤立対策強化月間における広報） （緩やかなつながりをテーマに各種媒体での広報）



（発表：認定NPO法人 フリースペースたまりば 様）
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3-3② 社会参加・地域参加による当事者の変化

（発表：寿支援者交流会 様）
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協議事項 今後の取組みについて

 かながわつながりネットワークの共通テーマ
についてご意見をお願いします。

 孤独・孤立対策に係る連携の土壌づくり
についてご意見をお願いします。

（例）連携の土壌を形成する上での重要な点、積極的に参加を呼びかけたい分野・業界や担い手、
連携して取組みたい個別・具体的な課題、視察してみたい県内の取組みなど

（例）普及啓発・機運醸成について取り組めること、社会参加・地域参加について取り組めること、
ほかメンバー間で共通して取り組みたいテーマなど



事務連絡
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次回について
（令和７年６月頃を予定 別途日程調整）



20



（参考）孤独・孤立対策に係る県の取組事例
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（講座の様子）

①令和６年度第１回つながりサポーター養成講座［試行］
• 日時 令和７年１月２４日（金）15:00~16:30
• 会場 イオンモール座間 イオンホール
• 参加者 ５５名（申込６２名）
• 講師 井澤 徹 氏
（所属︓特定非営利活動法人新公益連盟）

• 実施者 ５自治体共同開催
（神奈川県、大和市、海老名市、座間市、綾瀬市）
※内閣府事業活用

• 概要 孤独・孤立対策推進法の趣旨及びつながり
サポーターの役割について説明を受ける。

• 感想（一部）
孤独・孤立対策の基礎的な知識から学ぶことができ、
一般への普及啓発として理解が進む。



（参考）孤独・孤立対策に係る県の取組事例

22（チラシ）

③地域の緩やかなつながり・見守りづくり情報交換会
• (1)令和７年２月21日（金） 社会福祉法人愛川舜寿会「春日台センターセンター」視察会
• (2)令和７年３月３日（月） 「心身社会の健康づくり〜コミュニティナース事業」（オンライン）
多様な担い手間で、県内外の取組みを情報共有し、つながりづくりに向けた意見を交える。

（２月21日春日台センターセンター視察の様子）



（参考）孤独・孤立対策に係る県の取組事例

23（第2回チラシ）

④支援員向け孤独・孤立対策研修会
• (1)令和７年２月21日（金） 社会福祉法人愛川舜寿会「春日台センターセンター」視察会
• (2)令和６年10月24日（木） 現場から見る孤独・孤立対策等について（オンライン）
自治体職員やNPO等の支援者向けに開催。孤独・孤立対策推進法を踏まえた地域のあり方を考える。

（アンケート例）

• とても興味深い内容である。今後、
見守りの事例などを伺いたい。

• 高齢者や障害者の孤独・孤立だけ
でなく、若者や中高年層の孤独・
孤立も課題である。

• 誰もが地域でつながれる場が必要。
例えば商店街のようなコミュニ
ティの受け皿を地域で広げたい等

（第１回講義資料（一部））



（参考）孤独・孤立対策に係る県の取組事例

24（さぽなびかながわレポート記事）

④県ポータルサイトでの地域のつながりづくりに係る情報発信
孤独・孤立対策強化月間（５月）に孤独・孤立対策ポータルサイトを開設（さぽなびかながわ内）。
支援団体等のレポート記事や地域のつながりづくりを取材して情報発信

（さぽなびかながわ地域のつながり紹介）



（参考）孤独・孤立対策に係る県の取組事例
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⑤他のネットワークとの連携
かながわ生活困窮者自立支援ネットワーク（生活困窮）、ビジネスアクセラレーターかながわ（産業振興）、
人生100歳時代ネットワーク（コミュニティ）、かながわSDGsパートナー（SDGs）など
県の既存ネットワークと連携して、孤独・孤立対策やつながりづくりをテーマに意見交換や取組検討

令和６年12月11日
ビジネスアクセラレーターかながわ

コミュニティ〜：つながりを育む地域のこれから〜

令和６年２月29日
人生100歳時代ネットワーク
２月定例会で意見交換

令和７年２月27日（予定）
かながわ生活困窮者自立支援ネットワーク ネットワーク会議

「若者の孤独・孤立に地域ができることを考える」


